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つひとつのパッチ画像を、少数の基底パッチ u kの線形和Σkvku kで表します。基底パッチを適切に求め
ることができれば、ひとつひとつの観測パッチを少ない個数の比例係数 v1…vKで表すことができます。
画像パッチ因子化の典型的な応用は、画像復元です。あらかじめ適切に定めた因子パッチがあれば、




































一枚一枚の解像度は 100 ピクセル× 100 ピクセルと粗いものです。これらを「超解像処理」することで、
（e）のようなクッキリした地上画像を得ることができます。単なる平均（b）や中央値（c）などの統計
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